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  （百万円未満切捨て）

１．2020年2月期第３四半期の連結業績（2019年3月1日～2019年11月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年2月期第３四半期 41,173 5.8 8,605 21.7 8,726 21.8 5,591 19.1 

2019年2月期第３四半期 38,899 7.1 7,067 8.4 7,159 8.3 4,692 7.8 
 
（注）包括利益 2020年2月期第３四半期 6,026 百万円 （25.3％）   2019年2月期第３四半期 4,809 百万円 （3.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年2月期第３四半期 130.73 － 

2019年2月期第３四半期 109.76 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2020年2月期第３四半期 90,355 74,866 75.9 

2019年2月期 85,522 70,957 76.0 
 
（参考）自己資本 2020年2月期第３四半期 68,603 百万円   2019年2月期 65,038 百万円 

（注）「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年2月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、2019年2月期については遡及適用後の数値を記載しております。 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
2019年2月期 － 20.00 － 26.00 46.00 
2020年2月期 － 23.00 －     
2020年2月期（予想）       33.00 56.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有 

   配当予想の修正については、本日（2020年１月６日）公表いたしました「通期連結業績予想および配当予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。

 

３．2020年2月期の連結業績予想（2019年3月1日～2020年2月29日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 54,000 5.2 10,800 18.5 10,900 18.4 7,050 15.3 164.83 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

   連結業績予想の修正については、本日（2020年１月６日）公表いたしました「通期連結業績予想および配当予想の

修正に関するお知らせ」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規       －社  （社名）                        、除外       －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：有 

③  会計上の見積りの変更                        ：有 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注

記事項（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年2月期３Ｑ 43,000,000 株 2019年2月期 43,000,000 株 

②  期末自己株式数 2020年2月期３Ｑ 221,461 株 2019年2月期 238,601 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年2月期３Ｑ 42,771,136 株 2019年2月期３Ｑ 42,755,383 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん 

でおります。実際の実績等は、業績の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国・中国間の貿易摩擦の拡大等の影響による世界経済の

低迷を受け、国内工業生産や輸出に陰りがみられるなど、景気の先行きへの不透明感が増す展開となりました。

 こうした経済情勢下において、当社グループの主力事業である工場廃液を中心とした産業廃棄物の処理業は、

国内工業生産が低迷する厳しい外部環境下ではありましたが、SDGsに象徴されるように世界的な環境意識の高ま

りを受け、当社グループの強みである信頼性の高いリサイクル技術、さらには緊急対応能力を背景としたシェア

アップを図ることにより、ほぼ計画通り増収増益を確保してまいりました。 

 先期から受注単価の下落により採算が悪化した株式会社ダイセキ環境ソリューションが手掛ける土壌汚染処理

関連事業は、需要が低迷する環境下ではありましたが、難処理案件や災害対応案件等を積極的に獲得することに

より、高付加価値案件の比率を高めてまいりました。さらには、2018年12月に開設した横浜恵比須リサイクルセ

ンターによる関東地区での営業拡大や愛知県の土壌洗浄設備の稼働率上昇を図ることにより、処理コストの低減

を図ることができたため、利益率の改善がみられました。 

 システム機工株式会社が手掛ける大型タンクの洗浄事業は、人員並びに設備増強を図ることにより、洗浄能力

を拡大し、順調に業容を拡大いたしました。また、株式会社ダイセキＭＣＲが手掛ける鉛リサイクル事業は、鉛

価格の不安定な状況が続きましたが、バーゼル法改正の影響により原料である使用済バッテリーの韓国への流出

がストップしたため原料調達環境が改善し、生産数量も20％以上の増産を図ることができたため増収となり、黒

字化を達成しております。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高41,173百万円（前年同四半期比5.8％増）、営業

利益8,605百万円（同21.7％増）、経常利益8,726百万円（同21.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

5,591百万円（同19.1％増）と増収増益を確保し、いずれも過去最高の業績となりました。 

 

 当社グループは、環境関連事業から構成される単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略してお 

ります。

 

 

（２）財政状態に関する説明

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結 

会計期間の期首から適用しており、財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値 

で前連結会計年度との比較・分析を行っております。

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は90,355百万円と前連結会計年度末に比べ4,832百万円増加いたしまし

た。これは主に現金及び預金が4,502百万円減少したものの、有形固定資産が7,376百万円、受取手形及び売掛金が

1,352百万円それぞれ増加したことによります。負債は15,488百万円と前連結会計年度末に比べ923百万円増加いた

しました。これは主に未払法人税等が265百万円減少したものの、長期借入金が1,365百万円増加したことによりま

す。純資産は74,866百万円と前連結会計年度末に比べ3,908百万円増加いたしました。これは主に利益獲得により

利益剰余金が3,495百万円増加したことによるものであります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2020年２月期の連結業績予想につきましては、2019年４月４日に公表いたしました業績予想から修正してお 

ります。また、2020年２月期の期末配当予想を修正しております。詳細につきましては、本日発表の「通期連結業

績予想および配当予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 31,535 27,032 

受取手形及び売掛金 8,055 9,407 

有価証券 － 1,314 

たな卸資産 1,937 1,964 

その他 388 823 

貸倒引当金 △4 △5 

流動資産合計 41,912 40,537 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,315 9,826 

機械装置及び運搬具（純額） 3,575 4,145 

土地 16,658 24,102 

建設仮勘定 2,549 368 

その他（純額） 405 438 

有形固定資産合計 31,504 38,881 

無形固定資産    

のれん 496 439 

その他 290 305 

無形固定資産合計 786 744 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,349 7,099 

長期預金 1,000 1,000 

繰延税金資産 964 1,062 

その他 1,070 1,050 

貸倒引当金 △65 △20 

投資その他の資産合計 11,318 10,192 

固定資産合計 43,610 49,818 

資産合計 85,522 90,355 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年11月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,698 4,347 

短期借入金 1,220 1,540 

1年内返済予定の長期借入金 475 606 

未払法人税等 1,704 1,439 

賞与引当金 355 115 

その他 4,741 3,628 

流動負債合計 12,197 11,676 

固定負債    

長期借入金 962 2,328 

役員退職慰労引当金 259 267 

退職給付に係る負債 941 977 

その他 203 238 

固定負債合計 2,367 3,811 

負債合計 14,565 15,488 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,382 6,382 

資本剰余金 7,097 7,116 

利益剰余金 51,848 55,344 

自己株式 △404 △376 

株主資本合計 64,924 68,467 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 110 134 

退職給付に係る調整累計額 3 0 

その他の包括利益累計額合計 114 135 

非支配株主持分 5,919 6,263 

純資産合計 70,957 74,866 

負債純資産合計 85,522 90,355 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年３月１日 
 至 2018年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年３月１日 

 至 2019年11月30日) 

売上高 38,899 41,173 

売上原価 27,269 27,899 

売上総利益 11,629 13,273 

販売費及び一般管理費 4,561 4,668 

営業利益 7,067 8,605 

営業外収益    

受取利息 37 45 

受取配当金 12 8 

出資金運用益 1 19 

受取保険金 32 37 

その他 21 19 

営業外収益合計 104 130 

営業外費用    

支払利息 1 4 

保険解約損 10 － 

その他 0 5 

営業外費用合計 12 9 

経常利益 7,159 8,726 

特別利益    

固定資産売却益 76 37 

投資有価証券売却益 75 － 

補助金収入 － 55 

その他 － 0 

特別利益合計 151 93 

特別損失    

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 6 51 

減損損失 － 23 

固定資産圧縮損 － 55 

その他 0 － 

特別損失合計 6 131 

税金等調整前四半期純利益 7,304 8,688 

法人税、住民税及び事業税 2,384 2,837 

法人税等調整額 △50 △121 

法人税等合計 2,334 2,715 

四半期純利益 4,970 5,972 

非支配株主に帰属する四半期純利益 277 381 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,692 5,591 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年３月１日 
 至 2018年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年３月１日 

 至 2019年11月30日) 

四半期純利益 4,970 5,972 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △158 57 

退職給付に係る調整額 △3 △3 

その他の包括利益合計 △161 53 

四半期包括利益 4,809 6,026 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 4,560 5,613 

非支配株主に係る四半期包括利益 248 413 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

 当社グループは、従来、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について、定率法を採用しておりま

したが、第１四半期連結会計期間から、定額法に変更いたしました。

 この変更は、中期的な経営計画における設備投資及び、当社の連結子会社である株式会社ダイセキ環境ソリュー

ションにおける新リサイクルセンターの建設を契機に、有形固定資産の使用実態を調査した結果、当社グループの

有形固定資産の稼働は今後も安定的に見込まれることから、期間損益計算をより適正に行うためには耐用年数にわ

たり均等に費用配分を行うことが適切であると判断したためであります。

 この変更により、従来の方法によった場合と比較して、当第３半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益はそれぞれ515百万円増加しております。

 

 

（追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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